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アウトドア・ライフ 

～未知なる世界をタフに渡り歩く醍醐味～ 

岡部 徹 教授（生産技術研究所） 

 

私はアウトドア・ライフが

好きだ。だが、東大で研究

室を構えてからは、なかな

かアウトドア時間がつくれな

くなったのが残念である。そ

こで、レアメタルの仕事にか

こつけてアウトドアを楽しむ

努力をしている。 

 今年の９月には、北緯７０

度、北極圏に入って３５０㌔

メートルほど北に位置する

ノルウェーのトロムソという

町に出向き、オーロラを観

る機会に恵まれた。トロムソ

からは、洋上に出て、フィヨ

ルド伝いに船で３日間かけ

てノルウェー海を南下し、ト

ロンハイムの大学に出向い

た。もちろん遊びに行った

わけではない。“最先端？”

の研究者として、世界“最

北端”の大学を視察し、バ

イキングの末裔を相手に洋

上でのチタンの国際会議に

出席して座長などを務めて

きた。陸に上がってからはノ

ルウェーの大学の博士の

学位審査も行なった。人の

３倍は仕事をしているつもり

である。 

 思い起こせば、高校１年

のときに、２週間、放浪の一

人旅に出て、北海道の名物

ユースホステルを渡り歩い

てからアウトドアが好きにな

った。礼文島の「愛とロマン

の12時間ハイキングコー

ス」、利尻島や大雪山など

の登山は、辛い経験でもあ

ったが、今となっては心の

玉手箱となっている。函館

山からの夜 景を見るとき

は、ヒッチハイクを利用し

て、お金を節約した。帰路、

ついには手持ちのお金がな

くなり、青函連絡船や鉄道

の車内でヒモジイ思いをし

たのも、今となっては懐かし

い。 

 どういった経緯か覚えて

いないが、中学時代の友人

と２人で、伊豆の大島に渡

って自転車で島を一周した

こともある。不思議な体験を

共にした友とは、30年経っ

ても親しく過ごせるので良

いものである。 

 大学生のときは、授業に

出ずにアルバイトと旅行ば

かりしていた。ゴザと寝袋を

抱えて、国内外を幾度も旅

行した。ヒッチハイクも得意

になり、北海道やイタリアな

どのハイカーに適した場所

だけでなく、京都→東京間

をヒッチハイクで何度か移

動したこともある。苦労も多

かったが、今となっては、良

い経験となった。 

 大 学 の 寮 生 だ っ た こ ろ

は、野営のスペシャリストと

して、お金のかからない宿

泊が必要な旅行にはしばし

ば駆り出された。海外での

貧 乏 旅 行 の 武 勇 伝 や 蛮

行？は、今でも大学の同級

生との飲み会の酒の肴とな

っている。 

 東大に移ってからは、タス

マニア島のクレイドルマウ

ンテンというトレッカー垂涎

の的の原生林の近くにレア

メタルの鉱山があるというこ

とを聞きつけ、わざわざ訪

れたこともある。 

 南アのプラチナの鉱山に

出向き、地下８００㍍の採掘

現場に行く機会にも恵まれ

た。アフリカの楽しさを知っ

たので、マダガスカル島の
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鉱山に出向こうと目論んで

いたが、クーデターで計画

が没になった。気持ちを立

て直し、来春は、南米のボ

リビアの山奥に出向こうと

思っている。 

 私は、大学４年生のとき

から、20年以上、一貫して

レアメタル研究に携わって

いる。この研究分野の重要

性は、今日のように認知さ

れておらず、研究活動の継

続は苦労と困難の連続で

あった。しかし、思い起こせ

ば、アウトドア・ライフを通じ

て培った経験が、研究の遂

行に役立っている。 

 未知なる世界の探求。困

難や障害に遭遇しても、努

力や工夫で立ち向かう不屈

不撓の精神。また、人の厚

意や助けに、ありがたく感

謝する気持ちを持つこと。こ

れらは、研究だけでなく、す

べての仕事に当てはまる

が、私はアウトドア・ライフを

通じて多くのことを学んだよ

うに実感している。 

 学外でも、アウトドア活動

を通じて地域貢献をしてい

る。武蔵野ジャンボリーとい

う地域プログラムに、地元

の小学生４、５、６年を引率

して、ほぼ毎夏、２泊３日で

長野県の山奥（川上村）に

連れ出すイベントに野外活

動の指導員として参加して

いる。地元では、“暇なキャ

ンプのリーダー”あるいは

“役に立たない「ダメ」リーダ

ー”と思われているようだ

が、子供達が、アウトドア・

ライフの醍醐味を楽しんで

いる様を観ると、なんだか

私も幸せになった気にな

る。 

（寄稿） 
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